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主な内容　p2-3「市制施行・合併10周年記念式典」開催、p4-5市の
組織機構が変更、p6いなほ消防署、p7-9公共施設再編のパブリッ
クコメント募集、p10「10周年冠事業」募集、p32稲四季通信、ほか

表紙　稲敷市市制施行・合併10
周年記念式典での「稲敷いなのす
け」初お披露目（関連記事p2-3）
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10
周
年
に
寄
せ
て

稲
敷
市
市
制
施
行
・
合
併
10
周
記
念
式
典
開
催

ごあいさつ
稲敷市長
田 口 久 克

本
年
3
月
22
日
に
稲
敷
市
は
市
制
施

行
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
節
目

の
年
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
迎
え

ら
れ
ま
す
こ
と
を
た
い
へ
ん
光
栄
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
10
年
前
の
平
成
17
年
３
月
22
日
に
、

江
戸
崎
町
、新
利
根
町
、桜
川
村
、東

町
の
４
町
村
が
合
併
し
、
新
た
な
市

と
し
て
「
稲
敷
市
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。こ
の
10
年
間
、
そ
の
歩
み
は
決

し
て
速
い
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成

も
進
み
、
稲
敷
市
は
着
実
に
ひ
と
つ

の
自
治
体
と
し
て
一
歩
一
歩
前
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
合
併
後
の
10
年
間
を
振
り
返
っ
て

少
へ
の
対
応
、
産
業
振
興
・
雇
用
の

確
保
、
道
路
な
ど
社
会
基
盤
の
整
備
、

行
財
政
改
革
の
一
層
の
推
進
な
ど
、

課
題
は
山
積
み
し
て
い
ま
す
。し
か

し
な
が
ら
、
稲
敷
市
民
、
一
丸
と
な

っ
て
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
け
ば
、
必
ず
道
は
開
け
る
も
の
と

私
は
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ

自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
、「
ふ
る
さ

と
稲
敷
」
の
良
い
と
こ
ろ
を
こ
れ
か

ら
も
守
り
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
ふ
る
さ
と
稲
敷
の
良

さ
を
さ
ら
に
磨
い
て
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
、
も
っ
と
稲
敷
ら
し
い
「
元
気

で
個
性
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
ま
し
ょ
う
。「
こ
れ
か
ら

も　

ず
っ
と
稲
敷　

も
っ
と
稲
敷
」

を
合
い
言
葉
に
大
い
な
る
希
望
を
も

っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

み
ま
す
と
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ

の
が
平
成
23
年
３
月
11
日
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
で
す
。当
市
は
東
地

区
を
中
心
に
液
状
化
現
象
に
よ
り
、

上
下
水
道
や
市
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
、
そ
し
て
、
農
地
や
農
業
用
施

設
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、国
や
県
、市
職
員
、そ
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
多
く
の
方
々
の
ご

尽
力
に
よ
り
近
隣
市
町
村
と
比
較
し

て
も
早
い
復
旧
・
復
興
が
で
き
た
こ

と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
を
一
区
切
り
と

し
て
、今
私
た
ち
の
眼
前
に
は
、「
次

な
る
挑
戦
へ
の
10
年
」
が
待
ち
受
け

て
い
ま
す
。少
子
高
齢
化
・
人
口
減

平
成
17
年
３
月
22
日
に
江
戸
崎
町
・
新
利
根
町
・
桜
川
村
・
東
町
が
合
併
し
誕
生
し
た
稲
敷
市
。今
年
、

市
制
施
行
・
合
併
10
年
を
迎
え
、１
月
31
日
に
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
市
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
稲
敷
い
な
の
す
け
」
の
披
露
や
、
市
内
の
小
学

４
年
生
に
よ
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
・
発
表
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
に
江
戸
崎
小
学
校
の
遠
藤

優
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
の
片
岡
監
督
や
選
手
、
丼
丼
、
い
な
の
す
け
が「
稲
敷
ふ
る
さ

と
大
使
」に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

『
稲
敷
市
合
併
10
周
年
を
む
か
え
て
』

江
戸
崎
小
学
校　
遠
藤　
優

　
わ
た
し
は
、今
、10
才
、小
学
4
年
生
で
す
。稲
敷
市
も
今
年
の
３
月
に
合
併

10
周
年
を
む
か
え
ま
す
。そ
れ
を
聞
い
て
わ
た
し
は
、
何
だ
か
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。な
ぜ
か
と
言
う
と
、わ
た
し
の
歴
史
と
稲
敷
市
の
歴
史
が
重
な
り
、今

ま
で
も
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
い
っ
し
ょ
に
同
じ
時
を
歩
ん
で
い
け
る
か
ら
で

す
。

　
稲
敷
市
は
、江
戸
崎
、東
、新
利
根
、桜
川
の
４
つ
の
地
い
き
が
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
出
来
た
街
で
す
。こ
の
す
ば
ら
し
い
４
つ
の
地
い
き
は
、も
と
よ
り
、か

ぼ
ち
ゃ
や
レ
ン
コ
ン
、
お
米
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
ゆ
た
か
な
農
産
物
の
せ

い
産
地
で
も
あ
り
、
各
地
区
に
は
、
昔
か
ら
の
伝
統
を
引
き
つ
ぐ
行
事
や
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。わ
た
し
の
住
む
江
戸
崎
地
区
で
も
夏
に
な
る
と
、
ぎ

お
ん
祭
り
や
花
火
大
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。家
族
み
ん
な
で
参
加
す
る
の
が

と
て
も
楽
し
く
、毎
年
、心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
授
業
で
は
、市
内
た
ん
け
ん
に
出
か
け
、稲
敷
市
の
事
に
つ
い
て
、先

生
や
友
達
と
学
習
し
ま
し
た
。日
本
に
は
、
数
千
羽
し
か
わ
た
っ
て
来
な
い
天

然
記
念
物
で
あ
る
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
で
す
が
、
関
東
地
方
で
は
、
ゆ
い
い
つ
こ
の

地
に
し
か
ま
い
下
り
な
い
そ
う
で
す
。他
に
も
色
々
な
事
を
学
習
し
ま
し
た
が
、

知
る
ほ
ど
に
わ
た
し
達
の
住
ん
で
い
る
稲
敷
市
が
誇
ら
し
く
思
え
ま
し
た
。

　
一
人
の
力
で
は
、
出
来
な
い
事
も
友
達
と
協
力
す
る
と
出
来
る
様
に
な
り
ま

す
。十
年
前
、四
つ
の
地
い
き
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
と
い
う
事
は
、た
が
い
に

協
力
し
合
い
、
ま
す
ま
す
発
て
ん
が
出
来
る
様
に
な
っ
た
、
と
い
う
事
だ
と
思

い
ま
す
。

　
稲
敷
市
の
た
め
に
わ
た
し
達
に
何
が
出
来
る
か
、
そ
れ
は
ま
だ
考
え
中
で
す

が
、今
、出
来
る
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。小
学
生
と
し
て
勉
強
や
運
動
を
が

ん
ば
る
事
、友
達
を
大
切
に
す
る
事
、自
分
の
生
ま
れ
た
稲
敷
市
を
愛
す
る
事
、

そ
し
て
い
つ
か
稲
敷
市
の
た
め
に
何
か
が
出
来
る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品

稲敷いなのすけが市長とともに入場。
式典で初披露されました。

丼丼（どんどん）が茨城ゴールデン
ゴールズを代表して、稲敷ふるさと
大使の委嘱状を受け取りました。

小学4年生を対象にした作文コンク
ールの最優秀賞と優秀賞に賞状が贈
られました。

片岡監督が稲敷ふるさと大使への意
気込みを聞かれ「豊かな自然や農作
物をPR したい」と語りました。

AKB48「心のプラカード稲敷市ver.」の動画とともに、小学生が明日への
メッセージやダンスを披露しました。稲敷いなのすけや丼丼も一緒に踊り
ました。

稲敷市市制施行・合併10周年記念式典

稲敷ふるさと大使とは…

稲敷市にゆかりがあり、
さまざまな分野で活躍さ
れている方に対し、稲敷
市長が委嘱し、稲敷市の
魅力を全国にPR し、市
のイメージアップや観光
や文化などの振興を図る
ことを目的としています。



4月1日から組織機構が変
わ
り

  
ま
す

地域経済の活性化や少子高齢化への対応など重点的に取り組
む施策を推進し、市民の皆さまが安心安全に暮らすことがで
きる環境づくり、地域との連携強化に重点を置いた良質な行
政サービスを提供するため組織機構を再編します。
●稲敷市総務課　☎029-892-2000（内線2208）

広報稲敷 平成27年 3月号　45　広報稲敷 平成27年 3月号

【新設する課】
政策企画課	 重要施策等を効果的・効率的に推進するため政策調整部内に新設します。
	 企業誘致推進室	 企業誘致・支援を推進するため政策企画課内に新設します。
	 人口減少対策室	 少子化・人口流出の対策を推進するため政策企画課内に新設します。

危機管理課	 安心・安全なまちづくりに係る施策を総合的かつ機動的に展開し、関係機関と連携した	
		  危機管理体制の強化を図るため総務部内に新設します。

市民協働課	 地域担当制を導入し、地域との連携の強化を図るため市民生活部内へ新設します。区長会、
　		 地縁団体、共同利用施設の維持管理・運営、集落集会施設整備事業、国際交流、男女共同参
　		 画などの業務を行います。

平成27年度より変更になる組織・機構【変更部分のみ】

《旧組織》 《新組織》　平成27年4月1日より

市長公室
　秘書広聴課
	 政策審議室
	 庁舎建設推進室
　企画課

総務部
　総務課
　財政課
　管財課
　江戸崎総合窓口課
　新利根総合窓口課
　桜川総合窓口課
　東総合窓口課

市民生活部
　市民課
　税務課
　納税課
　保険課
　生活環境課

保健福祉部
　社会福祉課
	 人権推進室
	 保護室
　高齢福祉課
	 地域包括支援センター
	 ※ 社会福祉協議会へ委託

保健福祉部
　社会福祉課
	 人権推進室
　生活福祉課※2

　高齢福祉課
	 地域包括支援センター
　保険年金課※2

　健康増進課

市民生活部
　市民協働課
	 江戸崎地区窓口※1

	 新利根地区窓口※1

	 東地区窓口※1

　市民課
　税務課
　納税課
　環境課　※ 環境、廃棄物対策

政策調整部
　政策企画課
	 企業誘致推進室
	 人口減少対策室
　秘書広聴課

総務部
　総務課
　財政課
　管財課
	 庁舎建設推進室
　危機管理課（桜川庁舎）
　※ 防災、消防、防犯、交通安全指導

➡

➡

➡

➡

「危機管理課」を新設し、市民を
災害や犯罪などから守る体制を
強化。庁舎建設推進室を秘書広
聴課から管財課へ移管。

「保護室」を「生活福祉課」に名称
変更。「保険課」を「保険年金課」
に名称を変更し、市民生活部か
ら保健福祉部へ移管。地域包括
支援センターが市直営となりま
す。

市民と行政による協働のまちづ
くりを推進するために、「市民協
働課」を新設。「生活環境課」を

「環境課」に名称を変更し、消防、
交通部門を危機管理課へ移管。

平
成
27
年
度
組
織
機
構

政
策
調
整
部（
江
戸
崎
庁
舎
）

	

政
策
企
画
課

		


企
業
誘
致
推
進
室

		


人
口
減
少
対
策
室

	

秘
書
広
聴
課

総
務
部（
江
戸
崎
庁
舎
）

	

総
務
課

	

財
政
課

	

管
財
課

		


庁
舎
建
設
推
進
室

	

危
機
管
理
課（
桜
川
庁
舎
）

市
民
生
活
部（
桜
川
庁
舎
）

	

市
民
協
働
課

		


江
戸
崎
地
区
窓
口

		


新
利
根
地
区
窓
口

		


東
地
区
窓
口

		


※
窓
口
業
務
は
変
わ
り
ま
せ
ん

	

市
民
課

	

税
務
課

	

納
税
課

	

環
境
課

保
健
福
祉
部（
新
利
根
庁
舎
）

	

社
会
福
祉
課

		


人
権
推
進
室

	

生
活
福
祉
課

	

高
齢
福
祉
課

		


地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

	
保
険
年
金
課（
桜
川
庁
舎
）

	

健
康
増
進
課

産
業
建
設
部（
東
庁
舎
）

	

農
政
課

	

商
工
観
光
課

	

建
設
課

	

都
市
計
画
課

上
下
水
道
部

	

下
水
道
課（
江
戸
崎
終
末
処
理
場
）

	

水
道
課（
江
戸
崎
水
道
事
務
所
）

会
計
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

教
育
委
員
会（
新
利
根
庁
舎
）

	

教
育
学
務
課

	

子
ど
も
家
庭
課

	

生
涯
学
習
課

議
会（
東
庁
舎
）

	

議
会
事
務
局

農
業
委
員
会（
東
庁
舎
）

	

農
業
委
員
会
事
務
局

監
査
委
員
会（
江
戸
崎
庁
舎
）

	

監
査
委
員
会
事
務
局

※1　各庁舎の窓口の取扱業務は変わりま
せん。

※2　取扱業務は変わりません。

■政策調整部門の強化
市長公室の名称を『政策調整部』に変更し、市政にお
ける重要施策に関する総合的な企画・立案・調整機能
を強化するとともに、全庁的な施策の推進を図ります。

■地域との連携の強化（市民協働課を新設）
市民の創意や意欲を活かし、市民と行政による協働
のまちづくりを推進するため、『市民協働課』を新設
します。

■市民の安心安全の確保
消防、防災、防犯、交通安全指導等を担当する『危機
管理課』を新設し、市民の皆さまを災害や犯罪などか
ら守る体制の強化を図ります。

階段 市
民
協
働
課

市民課

中庭

玄関

書庫倉庫 市民
協働課

桜
川
本
庁
舎
１
階

企画課と政策審議室を統合し、
「政策企画課」として企業誘致推
進室と人口減少対策室を新設。



いなほ消防署が4月1日に開署稲敷市公共施設再編方針（素案）
安全・安心のまちづくり〜消防の広域化〜パブリックコメント募集

広報稲敷 平成27年 3月号　67　広報稲敷 平成27年 3月号

稲敷広域消防本部では、消防力の整備と効率的な行政運営
のため江戸崎消防署と同署美浦出張所を統合し、稲敷市犬
塚1570番地2（旧江戸崎西高跡地）に「いなほ消防署」を開
設します。
●稲敷広域消防本部総務課　☎ 0297-64-3743　
　稲敷広域 HP　http://www.inashiki-kouiki.jp

市では、新庁舎建設を契機に、今後の社会経済状況や市の行
財政の見通しなどを踏まえ、公共施設の再編（統廃合）につい
て、これまで検討を重ねてまいりました。この度、「公共施設
再編方針」の素案がまとまりましたので、市民の皆様からの
ご意見を募集します。
●稲敷市企画課
☎ 029-892-2000（内線 2603）　FAX029-893-0388
Ｅメール：saihen@city.inashiki.ibaraki.jp

  消防広域化〜4月1日スタート〜
稲敷広域消防本部は現在、龍ケ崎市、牛久市、稲敷市、利根町、河内町、美浦村により運営されていますが、さらなる消防
力の強化を目指し、阿見町との消防広域化を図ります。　
　この広域化により当消防本部は、管内面積・人口、職員数、消防車両台数などが、茨城県内トップクラスとなり、多くの
メリットが期待できます。今後も、地域住民の生命・身体・財産を守る「安全・安心のまちづくり」のため、引き続き住民
サービスの向上に努めてまいりますのでご理解とご協力をお願いします。

●広域化のメリット
①住民サービスの向上（初動の消防力、増援体制の充実・現場到着時間の短縮）
②人員配備の効率化と充実（現場要員の増強、予防・救急業務の高度化・専門化）
③消防体制の基盤の強化（高度な消防設備、施設などの整備、適切な人事ローテーションによる組織の活性化）
④行財政の効率化による運営費の削減

施設概要
所在地	 稲敷市犬塚1570番地2（旧江戸崎西高跡地）
庁舎棟	 鉄骨造2階建（延床面積1868.26㎡）
防災倉庫棟	 鉄骨造2階建（延床面積350.00㎡）
訓練棟	 鉄骨造5階建（延床面積180.00㎡）
自家給油取扱所	 ガソリン15,000ℓ・軽油15,000ℓ
発電設備	 非常用×1・太陽×1

施設には各種災害を想定した消防訓練施設、災害時に効果が期待されるヘリポート、災害対策用自家用給油取扱所、太陽
光発電などがあわせて整備され、市民の安全・安心を守る地域の防災拠点施設として設計されています。
　開設後は稲敷市を管轄する消防署が「いなほ消防署」となり、江戸崎消防署は閉署となります。各種届出や相談も当消
防署が窓口となりますのでご理解とご協力をお願いします。

新庁舎建設予定地

ショッピングセンター
パンプ

至
１
２
５
号
線

スーパー
タイヨー

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

49
佐倉クリニック

広域農道
（カントリーライン）

いなほ消防署

広域化後

管轄面積 550.04㎢

管轄人口 約30万人

職員数 395名

消防車両 60台

●資料閲覧および意見募集の期間
3月2日（月）～ 25日（水）　午前8時30分～午後5時
●資料閲覧の場所
市のホームページ、企画課（江戸崎庁舎）、各庁舎総合窓口、各公民館
●意見の提出方法
閲覧場所に備え付けの「意見等記入用紙」または、市のホームページから書式をダウンロードしていただき、ファック
ス・メール・持参のいずれかの方法で提出をお願いします。この様式にて、住所や氏名などの記入は必須となります。

　①まちづくりの視点に立った再編方針（統廃合）の推進

　　　⇒同様な施設「４つを１つに」の原則
　　　⇒地区以外を問わず公共施設は出来るだけ集約

　②地域と行政との距離感や連携などに配慮した機能配置

　　　⇒公民館活動や行政窓口などは地域に残す
　　　⇒残す場合も複合型とし運営コストなどを削減

　③リノベーション※ による既存新耐震施設の有効活用

　　　⇒公共施設は「新たに作らない」の原則
　　　⇒施設が必要な場合は既存施設を上手に利活用

※ リノベーションとは・・・
　施設用途の変更などによる改修や機能転換を行うこと。

今後の少子高齢化や人口減少、これに伴う職員数の削減、
合併算定替終了*1に伴う地方交付税の減額などの厳しい環
境の中、今後とも稲敷市が存続し、元気で魅力的な地域を
目指したまちづくりを進めていくためには、従来の行政サ
ービスのあり方を見直していく必要があります。
　以上を踏まえ、この公共施設再編方針（素案）では、

　◇負の遺産となりうる公共施設を後世に残さないこと
　◇適正な公共施設の規模や運営に転換していくこと

を目標に、再編方針の検討を行っています。
　また、これらの再編（統廃合）の実行に当たり、壊さざる
を得ない施設の撤去などを含め、

　◇平成27年度～平成36年度の10か年

を実施期間とし、有利な財政措置を受けられる合併特例債*2

を活用した再編（統廃合）の実行を進めることとします。

●基本方針●再編方針（素案）の概要

次ページで公共施設再編方針（案）の全体イメージ

*1 合併算定替終了
合併後10年は、旧4町村合算の地方交付税が交付され、1
市より多い算定額となっている。本市では平成27年度より
段階的に縮減され、平成32年度には完全に終了する。平成
26年10月現在の試算では約13億円縮減の見通し。

*2 合併特例債
新市建設計画の事業費として、特例的に起債できる地方債。
事業費の95% に充当でき、国が返済の70％を負担するとい
う有利な制度。発行期限は当初10年であったが、東日本大震
災の被災地である本市は20年（平成36年度まで）。



新利根・桜川・東地区
行政拠点は…
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新耐震、旧耐震とは・・・
建築基準法にもとづく、耐
震基準の区分で、昭和56
年に法改正があり、この
基準で建設されたものが
新耐震基準の建築物。こ
れより前のものが旧耐震
基準の建築物となり、耐
震改修が必要となります。

川分庁舎」をそれぞれリノベーション（用途変更に伴う改修等）し、下記のサービスを複合的
に提供できる（仮）地区センターを設置します。
また、東地区は「東分庁舎」を（仮）東部支所とし、総合窓口サービスを始め、下記の④〜⑥の
サービスを提供します。

公共施設再編方針（案）にもとづき、新利根・桜川地
区には、地域行政の拠点として、また、地域と行政を
繋ぐ行政の窓口として、新耐震基準の既存施設を利
用した複合型の「（仮）地区センター」を設置します。
新利根地区は「ふれあいセンター」、桜川地区は「桜

①窓口サービス・・・・⇒諸証明の発行

②公民館サービス・・・⇒公民館活動の提供

③図書サービス・・・・⇒図書室を設置

④子育てサービス・・・⇒出張あいアイのスペース確保

⑤検診サービス・・・・⇒出張検診時のスペース確保

⑥地域支援サービス・・⇒地域づくりなどの職員を配置

公共施設再編方針（案）の全体イメージ

江戸崎庁舎
・1,625㎡
・S.45築
・旧耐震

 施設廃止

江戸崎公民館
・2,859㎡
・S.62築
・新耐震

（仮）稲敷中央公民館

江戸崎体育館
・4,975㎡
・H.6築
・新耐震

（仮）稲敷中央体育館

沼田運動場
・1.6ha
・S.57造

施設廃止

稲敷市立図書館
・1,586㎡
・H.4築
・新耐震

稲敷市立図書館

浮島運動場
・1.3ha
・S.60造

（仮）浮島グラウンド

江戸崎総合運動公園
・7.4ha
・S.63造

（仮）江戸崎グラウンド

歴史民俗資料館
・1,413㎡
・H.6築
・新耐震

歴史民俗資料館

市のメイン公民館として、
今後も継続的に利用。社会
教育の拠点施設。

市のメイン体育館として、
今後も継続して利用。社会
体育の拠点施設。

点在する運動場の集約化に
ともない、当該施設の機能
を廃止。

市の図書館としてこれまで同
様に当該施設でのサービスを
継続。

地区の多目的グラウンドと
してこれまで同様に当該施
設でのサービスを継続。

新たな投資はせず、おおむ
ね10年程度を目途に暫定
的に利用。

市のメイン保健センター。
健康増進課を移転し、メ
インの施設に。

江戸崎保健センター
・931㎡
・H.9築
・新耐震

 （仮）中央保健センター　 

新利根庁舎
・2,423㎡
・S.55築
・旧耐震 

施設廃止

新利根ふれあいセンター
・3,304㎡
・H.9築
・新耐震

（仮）新利根地区センター

いこいのプラザ
・378㎡
・H.16築
・新耐震

いこいのプラザ

新利根体育館
・1,995㎡
・S.63築
・新耐震

暫定利用

新利根総合運動公園
・12.7ha
・H.17造

（仮）新利根グラウンド

東本庁舎
・2,115㎡
・S.48築
・旧耐震

施設廃止

東分庁舎
・1,815㎡
・H.9築
・新耐震

（仮）稲敷市東部支所

あずま生涯学習センター
・2,437㎡
・H.17築
・新耐震

（仮）稲敷東部公民館
市東部の公民館。メインの江
戸崎公民館とともにホール機
能を提供。

東保健センター
・704㎡
・H.10築
・新耐震

利活用検討

桜川本庁舎
・1,488㎡
・S.46築
・旧耐震

施設廃止

桜川体育館
・913㎡
・S.55築
・旧耐震

暫定利用

桜川総合運動公園
・12.5ha
・H.9造

（仮）稲敷総合運動公園
新たな投資はせず、おおむね
10年程度を目途に暫定的に
利用。

市のメイン総合運動公園。大
会の開催等への対応。また、
体育館のあり方も要検討。

メインの運動公園を桜川に
集約化、当該施設は多目的
グラウンドレベルまで縮小。

市の歴史民俗資料館として
これまで同様に当該施設で
のサービスを継続。

メインの運動公園を桜川に集
約化、当該施設は多目的グラ
ウンドレベルまで縮小。

メインの運動公園を桜川に
集約化、当該施設は多目的
グラウンド等まで縮小。

江戸崎地区 桜川地区 東地区新利根地区

桜川分庁舎
　・1,098㎡
　・H.6築
　・新耐震

（仮）桜川地区センター

桜川公民館
・1,803㎡
・S.52築
・旧耐震

施設廃止
行政利用の用途はなく、旧耐
震基準のため、施設を撤去
し、その用地の利活用を検討。

桜川保健センター
・636㎡
・S.59築
・新耐震

利活用検討

行政利用の用途はなく、旧耐
震基準のため、施設を撤去し、
その用地の利活用を検討。

行政利用の用途はなく、旧耐
震基準のため、施設を撤去し、
その用地の利活用を検討。

行政利用の用途はなく、旧耐
震基準のため、施設を撤去し、
その用地の利活用を検討。

新たな投資はせず、おおむね
10年程度を目途に暫定的に
利用。

必要な改修などを行い、地
区の地域行政拠点として複
合施設化。

必要な改修などを行い、地
区の地域行政拠点として複
合施設化。

行政利用の用途はなく、旧耐
震基準のため、施設を撤去し、
その用地の利活用を検討。

行政利用の用途はないもの
の新耐震基準であるため、
行政以外の利活用を検討。

行政利用の用途はないもの
の新耐震基準であるため、
行政以外の利活用を検討。

行政利用の用途はないものの
新耐震基準であるため、行政
以外の利活用を検討。 行政利用の用途はないもの

の新耐震基準であるため、
行政以外の利活用を検討。

江戸崎分庁舎
・168㎡
・H.12築
・新耐震

 利活用検討

農村環境改善センター
・1,046㎡
・S.62築
・新耐震

  利活用検討

農業者トレーニングセンター
・1,487㎡
・S.55築
・旧耐震

暫定利用

あずま運動公園（白鷺球場等）
・1.5ha
・S.55造

（仮）東グラウンド
必要な改修などを行い、地
区の地域行政拠点として複
合施設化。

市の介護予防施設として
これまで同様に当該施設
でのサービスを継続。

今後とも、行政サービスを提供する公共施設と
して存続する施設であり、維持・運営のための
投資などは行い、適正な維持管理を図る施設。

今後、一定期間は行政サービスを提供する公共
施設として存続するが、永続的な維持・運営の
ための投資などは行わず、暫定利用の施設。

今後、行政サービスを提供する公共施設として
存続も行わず、また、耐震が旧耐震基準の施設
であり、原則的には撤去する施設。

行政利用の用途はないものの、新耐震基準であ
り、施設の利活用が可能であることから、行政
以外（地域や民間など）の利活用を検討する施設。



稲敷市市制施行・合併10周年記念冠事業の募集
4月1日から、事業PRの支援が受けられます

笹本石材（株）創業１４４周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：8：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます
東店

国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

水郷大橋

お見積り・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

霊園・墓石・仏壇・石商品全般

創業１４４周年
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時

▽
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５
月
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日（
日
）午
後
11
時

売却区分番号 物品番号（品名・品番） 個数 開始時の価格 備考

稲27-1 自由の女神記念コイン
（1ドル、50セント） 各1個 1,000円から 中古

返品不可

稲27-2 無線機
（ＷＯＵＸＵＮ　ＫＧ－ＵＶＤ１Ｐ） 1個 1,000円から 未使用

返品不可

稲27-3 郵便切手3種類
（15円切手×3種類） 各1シート 3種類で

600円から
未使用

返品不可

稲27-4 ラジコン（ＢＵＧＧＹ　ＢＩＫＥ） 1個 500円から 未使用
返品不可

稲27-5 ポパイ筆箱 （缶ペン） 5個 5個で
250円から

未使用
返品不可

【公売動産】

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
納
税
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
１
３
）

記念コイン 無線機 郵便切手

筆箱ラジコン

広報稲敷 平成27年 3月号　1011　広報稲敷 平成27年 3月号

稲敷市市制施行・合併10周年を記念して、市民みんなで合併
10周年をお祝いし、市の一体感を醸成することを目的に、「稲
敷市市制施行・合併10周年記念」の冠名を付して実施する事
業（冠事業）を募集します。冠事業に承認された事業は、「稲敷
市市制施行・合併10周年記念事業」の冠称や「稲敷市市制施
行・合併10周年記念ロゴマーク」の使用、また市広告媒体（広
報紙など）への掲載によるPR の支援を受けられます。
●稲敷市秘書広聴課政策審議室　☎ 029-892-2000

●対象事業
冠事業の対象となる事業は、平成27年4月1日から平成28年3月31日までの期間に実施される事業で、次の各号の
全てに該当するものとします。

（１）実施場所が稲敷市内であり、多くの市民が参加できるもの
（２）公序良俗に反しないもの
（３）宗教的または政治的活動でないもの
（４）営利を主たる目的としていないもの
（５）団体の組織、責任者等が明確であるもの
（６）暴力団または暴力団員、若しくはこれらと密接な関係を有する者が関与していないもの
（７）法令等に違反しないもの、またはそのおそれがないもの

●支援内容
冠事業として承認された場合、次の支援を受けることが
できます。なお、補助金・助成金などの支援はありません。

●申請方法
（1）申請の受付
平成28年2月29日まで

（2）申請の方法
「稲敷市市制施行・合併10周年記念冠事業承認申請書」に
必要な書類を添えて、メール、FAX 、郵送、持参の方法に
より提出し、承認を受けてください。
※ 申請書は市HP よりダウンロードしてください。
※ 事業実施にあたり、「広報稲敷」への掲載を希望する場
合は実施の3か月前までに承認を受ける必要があります。
ただし、紙面の都合により掲載できない場合があります。

（3）提出先
〒300－0595　茨城県稲敷市江戸崎甲3277番地１
稲敷市役所秘書広聴課政策審議室
FAX：029-893-0388　Email：seisaku@city.inashiki.lg.jp

●対象者
冠事業を申請することができる事業の主催者（以下「申請者」）は、次の各号のいずれかに該当するものとします。

（１）国または地方公共団体
（２）公益法人、一般社団法人、一般財団法人、特定非営利活動法人その他法人格を有するもので公益活動を行うもの
（３）公共的団体またはこれらに準ずる団体（宗教法人および政治団体を除く）
（４）市民の福祉または文化の向上、地域振興その他本市の発展に寄与しようとする市民団体
（５）前各号に掲げる団体のほか、市長が適当と認めるもの

（１）「稲敷市市制施行・合併10周年記念事業」の名義の
　　 使用

（２）「稲敷市市制施行・合併10周年記念ロゴマーク」の
　　 使用

（３）「稲敷市マスコットキャラクター稲敷いなのすけ」
　　 の行事参加

（４）広告媒体（広報紙・ホームページ・フェイスブック・
　　ツイッター）を通しての事業ＰＲの実施



トピックストピックストピックス

広報稲敷 平成27年 3月号　1213　広報稲敷 平成27年 3月号

マ
ル
福
受
給
者
証
の
更
新

　

新
年
度
小
学
４
年
生
・
中
学
生
に
な
る
方

現
在
、
小
学
3
年
生
（
４
月
2

日
生
～
9
月
1
日
生
ま
で
）
と

小
学
6
年
生
の
お
子
さ
ん
は
、

医
療
福
祉
費
受
給
者
証
の
有
効

期
間
が
平
成
27
年
3
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
お

使
い
に
な
れ
る
新
し
い
受
給
者

証
を
3
月
末
ま
で
に
郵
送
い
た

し
ま
す
。

　
使
い
方
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ

で
す
。

　
中
学
生
で
「
医
療
福
祉
費
受

給
者
証
外
来
の
み
有
効
」
と
記

載
の
方
で
、
入
院
分
の
受
給
者

証
が
必
要
な
場
合
は
、
申
請
さ

れ
て
か
ら
入
院
分
の
受
給
者
証

が
発
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
ひ
と
り
親
家
庭
や
重
度
障
害

者
の
要
件
で
マ
ル
福
の
助
成
を

受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
保
険
課
医
療
福
祉
係

（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
６

０
６
・
４
６
１
１
）

軽
自
動
車
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　

４
月
１
日
現
在
の
加
入
者
に
課
税

●
手
続
き
は
お
早
め
に
！

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
、
市
内
に
軽
自
動
車
な
ど

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
に
は
月
割
課
税

制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
４

月
２
日
以
降
に
譲
渡
や
廃
車
な

ど
を
さ
れ
て
も
、
税
金
の
払
い

戻
し
は
な
く
、
そ
の
年
度
の
税

額
を
全
額
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

人
に
譲
っ
た
場
合
や
廃
棄

（
ス
ク
ラ
ッ
プ
）、
盗
難
な
ど
に

よ
り
、
軽
自
動
車
、
原
動
機
付

自
転
車
な
ど
を
所
有
し
な
く
な

っ
た
場
合
や
車
検
切
れ
な
ど
で

使
用
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

必
ず
３
月
31
日
ま
で
に
取
扱
い

機
関
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
請
を
依
頼
さ
れ
た

方
は
、
引
き
渡
し
先
に
手
続
き

が
３
月
31
日
ま
で
に
完
了
し
て

い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
申
請
を
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
放

置
さ
れ
ま
す
と
、
毎
年
税
金
が

か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
農
耕
車
買
い
替
え
時
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い

　
農
耕
作
業
用
の
小
型
特
殊
自

動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
）
を
買
い
替
え
る
場

合
、
古
い
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
新
し
い
車
両
に
付
け

替
え
て
使
用
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。古
い
車
両
の
廃
車
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
き
、
新
し

い
車
両
の
登
録
を
し
て
新
し
い

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
二
輪
車
等
に
係
る
税
率
の
引

き
上
げ
時
期
を
１
年
延
期

広
報
稲
敷
12
月
号
に
掲
載
し
ま

し
た
軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正

に
つ
い
て
、
二
輪
車
等
に
係
る

税
率
の
引
き
上
げ
時
期
が
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

４
月
１
日
に
延
期
さ
れ
る
予
定

で
す
。

■ 

問
合
せ
先

・
原
動
機
付
き
自
転
車
（
１
２

５
ｃ
ｃ
以
下
の
バ
イ
ク
）、
小

型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
・
特

殊
車
等
）
：
稲
敷
市
税
務
課
・

各
庁
舎
総
合
窓
口
課　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
４
５
０
３
）

・
軽
自
動
車
四
輪
（
乗
物
・
貨

物
）、
三
輪
：
軽
自
動
車
検
査

協
会
茨
城
事
務
所
土
浦
支
所　

☎
０
５
０
︲
３
８
１
６
︲
３
１

０
６

・
軽
自
動
車
二
輪
、
二
輪
小
型

車
：
茨
城
運
輸
支
局
土
浦
自
動

車
検
査
登
録
事
務
所　
☎
０
５

０
︲
５
５
４
０
︲
２
０
１
８

詐
欺
ま
が
い
の
広
告
に
注
意

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

バ
イ
ナ
リ
ー
オ
プ
シ
ョ
ン
（
Ｆ

Ｘ:

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の

一
種
）
と
い
う
取
引
が
あ
り
ま

す
が
、
短
時
間
で
簡
単
に
儲
け

る
事
が
で
き
る
、
予
想
ソ
フ
ト

を
使
え
ば
必
ず
儲
か
る
、
と
い

う
ネ
ッ
ト
上
の
広
告
に
惑
わ
さ

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
バ
イ
ナ
リ
ー
オ
プ
シ
ョ
ン
と

は
、
短
時
間
後
の
為
替
相
場
が

上
が
る
か
下
が
る
か
を
二
者
択

一
で
予
想
す
る
も
の
で
す
。小

額
で
取
引
が
出
来
ま
す
が
、
賭

け
に
近
い
も
の
で
す
。

　
ほ
と
ん
ど
が
海
外
の
業
者
と

の
取
引
で
、
現
金
を
出
す
こ
と

が
出
来
な
い
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
も
発
生
し
て
い
ま
す
。海
外

の
業
者
で
あ
っ
て
も
、
日
本
居

住
者
と
取
引
す
る
場
合
に
は
金

融
商
品
取
引
法
上
の
登
録
が
必

要
で
す
が
、
無
登
録
業
者
が
大

半
で
悪
質
だ
と
言
え
ま
す
。

　
高
額
な
予
想
ソ
フ
ト
を
勧
め

ら
れ
購
入
し
た
が
、
損
を
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
相
談
が
あ
り

ま
し
た
が
、
パ
チ
ン
コ
必
勝
法

な
ど
と
同
じ
で
絶
対
勝
つ
と
い

う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
困
っ
た
と
き
、
不
審
に
思
っ

た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

・
相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

・
消
費
生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

☎
０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７

０

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

３
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」で
す

３
月
は
１
年
間
で
最
も
自
殺
が

多
い
月
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と
し

て
国
を
挙
げ
て
自
殺
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
（
１
年
間
）
の
自

殺
者
数
は
、
全
国
で
２
７
８
５

８
人
、
茨
城
県
で
も
６
２
７
人

と
多
く
、
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
自
ら
命
を
絶
つ
こ
と
は
、
自

分
の
意
思
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は

様
々
な
要
因
が
重
な
り
、
追
い

込
ま
れ
た
結
果
、
起
き
て
し
ま

う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
殺
の
背
景
に
は
う

つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
に
か
か

っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
適
切

な
治
療
や
休
息
、
問
題
の
解
決

に
よ
り
自
殺
と
い
う
悲
し
い
選

択
肢
を
選
ば
ず
に
済
む
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
家
族
や
ま
わ
り
の
方
が
ち
ょ

っ
と
し
た
変
化
に
気
づ
く
こ
と

が
、「
自
殺
予
防
」に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
大
切
な
ご
家
族
や

仲
間
の
変
化
を
感
じ
た
ら
、
気

づ
い
た
方
自
身
も
抱
え
込
ま
ず
、

保
健
所
等
の
相
談
機
関
や
医
療

機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

  
  1．うつ病の症状が目立つ（気分が
　　 沈む、不眠など）
  2．原因不明の身体の不調が長引く

  3．酒量が増す
  4．安全や健康が保てない
  5．仕事の負担が急に増える、大き
　　な失敗をする、職を失う
  6．職場や家庭でサポートが得られ
　　ない
  7．本人にとって価値あるもの（地
　　位、家族、財産など）を失う
  8．重症の身体の病気にかかる
  9．自殺を口にする
10．自殺未遂を頻繁にする

自殺のサイン（自殺予防の10か条）



広報稲敷 平成27年 3月号　1415　広報稲敷 平成27年 3月号

茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰

　

稲
敷
市
か
ら
７
名
が
表
彰

タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
自
粛
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
産

茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
が

１
月
21
日
に
県
庁
で
開
催
さ
れ
、

市
の
統
計
調
査
員
７
名
の
方
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
統
計
調
査

に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

【
県
知
事
表
彰
】

新し
ん
橋ば
し 

三さ
ぶ
郎ろ
う 

氏（
江
戸
崎
地
区
）

糸い
と
賀が 

克か
つ
美み 

氏（
桜
川
地
区
）

鳥と

羽ば 

文ふ
み
雄お 

氏（
東
地
区
）

坪つ
ぼ
井い 

恒つ
ね
雄お 

氏（
新
利
根
地
区
）

稲
敷
市
産
の
タ
ケ
ノ
コ
に
つ
い

て
、
平
成
27
年
も
引
き
続
き
茨

城
県
か
ら
の
出
荷
自
粛
要
請
が

続
い
て
い
ま
す
の
で
、
出
荷
お

よ
び
販
売
を
し
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
粛
解
除
に
つ
い
て
は
、
今

後
安
定
し
て
基
準
値
（
１
０
０

【
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
】

池い
け
田だ 

信の
ぶ
正ま
さ 

氏（
新
利
根
地
区
）

根ね

本も
と 

晴は
る
夫お 

氏（
江
戸
崎
地
区
）

齋さ
い
藤と
う 

安や
す
雄お 

氏（
東
地
区
）

ベ
ク
レ
ル
／
Ｋ
ｇ
）
を
下
回
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
次
第
、

県
と
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
政
課
（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
２
０
５
）

トピックストピックス

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

　
日
程
の
ご
案
内

次
の
日
程
で
固
定
資
産
の
縦

覧
・
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】

４
月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

（
平
日
の
み
）
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

【
場
所
】

税
務
課
窓
口（
桜
川
庁
舎
）

【
縦
覧
で
き
る
方
】

稲
敷
市
の
固
定
資
産
税（
土
地・

家
屋
）の
納
税
者
。ま
た
は
、納

税
者
か
ら
委
任
さ
れ
た
方
。

　
土
地
の
み
の
納
税
者
は
土
地
、

家
屋
の
み
の
納
税
者
は
家
屋
、

両
方
の
納
税
者
は
両
方
の
帳
簿

の
縦
覧
が
可
能
で
す
。

【
閲
覧
で
き
る
方
】

縦
覧
で
き
る
方
と
同
様
。

※
た
だ
し
、
自
己
の
資
産
の
み
。

　
ま
た
、借
地
人
、借
家
人
、賦

課
期
日
後
の
所
有
者
（
所
有
権

移
転
）も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

【
必
要
書
類
】

本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
書
類
（
納
税
通
知
書
・
運
転

免
許
証
な
ど
）

※
本
人
以
外
の
場
合
は
、
納
税

者
か
ら
の
委
任
状
や
賃
貸
借
契

約
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
０
６
）

△表彰会場にて

国
民
年
金
は
誰
も
が
加
入
し
ま
す

　

年
金
コ
ー
ナ
ー

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ

っ
て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手

続
き
が
異
な
り
ま
す
。 

【
第
１
号
被
保
険
者
】

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ

ー
、
無
職
の
方
な
ど
。加
入
手

続
き
は
ご
自
身
で
住
所
地
の
市

区
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

【
第
２
号
被
保
険
者
】

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
。加
入
手
続
き

は
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

【
第
３
号
被
保
険
者
】

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
の
方
。加
入
手

続
き
は
第
２
号
被
保
険
者
の
勤

務
先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振

替
が
お
得
で
す

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関

な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う

え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て

も
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当

月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々

50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多

い
６
か
月
前
納・１
年
度
前
納・

２
年
度
前
納
も
あ
り
、
大
変
お

得
で
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通

帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参

の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関

ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２
９

︲
８
２
５
︲
１
１
７
０

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
結
果

　

当
選
者
の
公
表

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が

２
月
８
日
に
行
わ
れ
、
25
名
の

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま

し
た
。当
選
者
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

●
第
１
選
挙
区
（
江
戸
崎
地

区
：
定
数
７
名
）

松
本 

文
雄（
71
歳
・
現
）

墳
本 

典
勇（
65
歳
・
新
）

村
山 

文
雄（
70
歳
・
現
）

篠
﨑 

惣
壽（
74
歳
・
現
）

横
田 

悌
次（
71
歳
・
元
）

宮
本 

善
助（
74
歳
・
現
）

澤
邉 

雅
之（
71
歳
・
現
）

●
第
２
選
挙
区
（
新
利
根
地

区
：
定
数
６
名
）

川
島 

昇（
67
歳
・
現
）

濱
田 

昭
一（
67
歳
・
現
）

古
澤 

真
和（
55
歳
・
現
）

篠
崎 

文
夫（
51
歳
・
現
）

吉
岡 

一
仁（
67
歳
・
現
）

山
口 

幸
一（
64
歳
・
現
）

●
第
３
選
挙
区
（
桜
川
地
区
：

定
数
５
名
）

坂
本 

雅
美（
55
歳
・
新
）

小
貫 

和
子（
59
歳
・
現
）

宮
本 

昇（
69
歳
・
現
）

髙
須 

一
郎（
67
歳
・
現
）

野
口 

克
行（
61
歳
・
新
）

●
第
４
選
挙
区
（
東
地
区
：
定

数
７
名
）

木
内 

昌
秀（
68
歳
・
新
）

根
本 

脩（
67
歳
・
新
）

坂
本 

富
男（
62
歳
・
現
）

飯
塚 

恒
雄（
67
歳
・
現
）

森
田 

康（
65
歳
・
新
）

加
納 

昭（
65
歳
・
現
）

関
口 

邦
子（
62
歳
・
現
）

※
２
月
8
日
現
在

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
江

戸
崎
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２
２

０
９
）



informationくらしと情報

広報稲敷 平成27年 3月号　1617　広報稲敷 平成27年 3月号

前
９
時　
▽
場
所
：
潮
来
ホ
テ

ル
（
☎
０
２
９
９
︲
６
２
︲
３

１
３
０
）　

▽
必
要
書
類
：
船

舶
免
許
コ
ピ
ー
／
写
真
（
タ
テ

４
・
５
セ
ン
チ
×
ヨ
コ
３
・
５

セ
ン
チ
）
２
枚
／
住
民
票
（
本

籍
地
記
載
）
１
枚
／
（
更
新
）

料
金
１
万
１
０
０
０
円
・（
失

効
）
１
万
６
０
０
０
円　
▽
申

込
方
法
：
必
要
書
類
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　
▽

申
込
締
切
：
３
月
４
日（
水
）

●
水
郷
ボ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス　
☎

０
２
９
９
︲
６
３
︲
１
２
３
１

定
例
会
開
催

龍
ケ
崎
地
方
家
族
会

家
族
の
中
に
精
神
障
害
の
当
事

者
を
持
つ
父
母
や
兄
弟
が
集
ま

っ
て
、
毎
月
１
回
「
家
族
を
支

え
る
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
地
区
：
稲
敷
市
、
龍
ヶ

崎
市
、河
内
町
、利
根
町
、つ
く

ば
市
、
そ
の
他　
▽
日
時
：
５

月
９
日（
土
）／
６
月
６
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜　
※
４
月
は

定
例
総
会
の
た
め
、
開
催
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。　
▽
場
所
：

龍
ヶ
崎
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
龍
ヶ
崎
市
馴
馬
町
２
４
４
５
）

●
長
瀬
（
家
族
会
）　

☎
０
９

０
︲
５
４
２
６
︲
２
２
３
６

▽
日
時
：
３
月
1
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で　
▽

電
話
番
号
：
０
２
９
︲
２
３
２

︲
３
７
２
１
／
０
２
９
︲
２
３

２
︲
３
７
２
２
（
当
日
の
み
の

電
話
番
号
で
す
）

●
一
般
社
団
法
人
日
本
臨
床
心

理
士
会
・
茨
城
県
臨
床
心
理
士

会
建
設
機
械
施
工
技
術

検
定
試
験

▽
対
象
：
建
設
機
械
操
作
施
工

に
従
事
し
て
い
る
者　
▽
学
科

試
験
日
：
６
月
21
日
（
日
）　

▽
受
験
手
数
料
：
（
１
級
）
１

万
１
０
０
円
／
（
２
級
）
１
万

１
０
０
円　
※
実
地
試
験
は
学

科
試
験
合
格
後
、
別
途
手
数
料

が
必
要
と
な
り
ま
す
。　
▽
申

込
期
間
：
３
月
６
日
（
金
）
〜

４
月
６
日（
月
）

詳
細
は
、
日
本
建
設
機
械
施
工

協
会
試
験
部
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
一
般
社
団
法
人
日
本
建
設
機

械
施
工
協
会　
☎
０
３
︲
３
４

３
３
︲
１
５
７
５

船
舶
免
許

更
新
失
効
講
習
会

▽
日
時
：
３
月
18
日
（
水
）
午

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ヶ
崎　
☎

０
２
９
７
︲
６
０
︲
２
７
２
７

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

ひ
と
り
親
家
庭

面
接
で
好
印
象
を
与
え
る
メ
イ

ク
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学

び
ま
す
。明
る
い
第
一
印
象
で
高

感
度
を
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
！

▽
日
時
：
３
月
１
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
〜
４
時　

▽
場

所
：
土
浦
亀
城
プ
ラ
ザ
（
土
浦

市
中
央
２
︲
16
︲
４
）　

▽
定

員
：
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）
※
要
予
約　
▽
参

加
費
：
無
料

●
茨
城
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
０
２

９
︲
２
３
３
︲
２
３
５
５

こ
こ
ろ
の
健
康

電
話
相
談

あ
な
た
ご
自
身
の
こ
と
、家
庭
の

こ
と
、学
校
の
こ
と
、職
場
の
こ

と
な
ど
誰
に
話
し
た
ら
い
い
の

か
、ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の

か
、心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
を
か

か
え
て
い
る
方
、ひ
と
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？
経
験
豊
か
な

臨
床
心
理
士
が
お
話
を
う
か
が

い
ま
す
。秘
密
厳
守
、
相
談
料
無

料（
通
話
料
の
み
ご
負
担
）で
す
。

常
陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
３
月
9
日
（
月
）
／

４
月
８
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
予
約
制
）　

▽
場

所
：
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
・
年
金

受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
や
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
な
ど

ほ
か
年
金
に
関
す
る
ご
質
問

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

茨
城
県
警
察
官
募
集

平
成
27
年
度
採
用
試
験

受
験
資
格
、
試
験
区
分
な
ど
は

茨
城
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
：
【
郵
送・持
参
】

２
月
17
日
（
火
）
〜
４
月
14
日

（
火
）、【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】２

月
17
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
４

月
13
日
（
月
）
午
後
５
時　
▽

第
１
次
試
験
：
５
月
10
日（
日
）

●
稲
敷
警
察
署
警
務
課　
☎
０

２
９
︲
８
９
３
︲
０
１
１
０

合
同
発
表
会

江
戸
崎
総
合
高
校

江
戸
崎
総
合
高
校
が
演
劇
部
と

吹
奏
楽
部
に
よ
る
合
同
発
表
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
３
月
22
日
（
日
）　

午
後
１
時
30
分
開
演　

▽
場

所
：
江
戸
崎
公
民
館
（
入
場
無

料
）　

▽
内
容
：
演
劇
部
公
演

「
最
後
の
思
い
出
」、
吹
奏
楽
部

演
奏
曲
目
「
デ
ィ
ス
コ
パ
ー
テ

ィ
ー
２
、
千
と
千
尋
の
神
隠
し

ハ
イ
ラ
イ
ト
、ほ
か
」

●
江
戸
崎
総
合
高
校
（
辰
巳
／

藤
曲
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
１
０
３

就
職
訓
練（
短
期
集
中
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方

で
就
業
経
験
が
少
な
い
方
な
ど

を
対
象
と
し
た
短
期（
１
か
月
）

の
職
業
訓
練
で
す
。詳
し
く
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
講
料
は
原
則
無
料
（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）　

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
積
極

的
な
就
職
支
援
あ
り
。　
▽
一

定
要
件
を
満
た
せ
ば
、
給
付
金

を
支
給
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
延
長

　
「
基
礎
支
援
金
」
／
「
加
算
支
援
金
」

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
に

著
し
い
被
害
を
受
け
た
世
帯
に

対
す
る
支
援
金
給
付
制
度
「
被

災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
」
に

つ
い
て
は
、
基
礎
・
加
算
支
援

金
の
申
請
期
限
が
延
長
さ
れ
ま

し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
請
期
限

【
基
礎
支
援
金
・
加
算
支
援
金
】

平
成
28
年
４
月
10
日
ま
で

●
対
象
と
な
る
世
帯

平
成
23
年
３
月
11
日
時
点
で
稲

敷
市
に
居
住
し
て
い
て
、
震
災

に
よ
り
主
と
し
て
生
活
を
営
ん

で
い
た
住
居
が
次
の
被
害
を
受

け
た
世
帯

①
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯

②
住
宅
が
半
壊
し
、
ま
た
は
住

宅
の
敷
地
に
被
害
が
生
じ
、
そ

の
住
宅
を
や
む
を
得
ず
解
体
し

た
世
帯

③
住
宅
が
大
規
模
半
壊
し
た
世

帯■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
３
２
０
５
）

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：5千円

広告募集

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2400） 鹿嶋市荒野 1393-3（中野東小近く　実機あります。見学歓迎）
お問い合わせは ０２９９ー６９ー７９０９（TEL/FAX）
地元・自社施行販売の 有限会社 赤嶺電研企画

建設業許可茨城県知事 般-18 第 31782 号
太陽光発電の設計・施行・販売【産業用・家庭用】

太 陽 光 発 電 で
第二の年金！を始めませんか？
家族！家計！日本！そして、地球環境！全部に貢献！

広告

納
税
の
お
知
ら
せ

　

防
災
行
政
無
線
の
利
用
中
止

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
「
納
税

の
お
知
ら
せ
」
を
平
成
27
年
度

か
ら
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業

開
始
に
伴
い
、
平
成
26
年
度
を

も
ち
ま
し
て
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
今
後
は
、
各
市
税
な
ど
の
納

付
期
限
を
超
え
て
納
付
の
確
認

が
と
れ
な
い
方
に
、「
納
税
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
電
話
に

よ
る
納
付
の
お
願
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
な
お
、
市
情
報
メ
ー
ル
配
信

「
市
税
等
の
納
付
の
ご
案
内
」

は
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
納
税
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
０
８
）

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

３
月
１
日
（
日
）
か
ら
３
月
７

日（
土
）ま
で
の
１
週
間
、全
国

一
斉
に「
春
の
火
災
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
か
ら
発
生
す
る
場
合
が
多

い
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は

充
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ご
家
族
や
近
所
の
方
々
と
災

害
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
、
何
か
あ
っ
た
ら
助
け

合
え
る
協
力
体
制
を
つ
く
り
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
落
ち

着
い
て
行
動
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■ 

問
合
せ
先

・
江
戸
崎
消
防
署　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
１
２
３
８

・
江
戸
崎
消
防
署
桜
東
分
署　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
７
２

０・
龍
ヶ
崎
消
防
署
新
河
分
署　

☎
０
２
９
７
︲
８
４
︲
０
１
１

９

お
詫
び

広
報
稲
敷
2
月
号
の
掲
載
写
真

に
不
適
切
な
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。関
係
者
各
位
お
よ
び
読
者

の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

【
該
当
箇
所
】

２
頁　
下
段　
右
側
の
写
真
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informationくらしと情報

3月  5日（木）	 桜川庁舎	 弁護士
3月12日（木）	 ふれあいセンター
3月19日（木）	 江戸崎公民館	 弁護士
3月26日（木）	 東庁舎	
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：3月3日（火）、17日（火）　午前10時〜午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
　詳細につきましては、竜ケ崎保健所保健指導課にお問合せ
ください。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
精神保健福祉士がご相談をお受けしますので、相談をご希望
の方は、社会福祉課に予約してください。
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）

3月17日（火）　江戸崎庁舎／ 3月18日（水）　桜川庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝3月9日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

informationくらしと情報

市
長
の
動
向
（
１
月
）

5
日
：
御
用
始
（
江
戸
崎
庁

舎
）

９
日
：
明
日
の
茨
城
づ
く
り

新
春
の
集
い
（
水
戸
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
）

10
日
：
消
防
出
初
式
（
あ
ず

ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

11
日
：
成
人
式
（
江
戸
崎
体

育
館
）

13
日
：
市
賀
詞
交
歓
会
（
江

戸
崎
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

14
日
：
江
戸
崎
地
方
衛
生
土

木
組
合
議
会
全
員
協
議
会
・

臨
時
議
会
（
江
戸
崎
地
方
衛

生
土
木
組
合
）

16
日
：
歯
科
医
師
会
と
の
災

害
協
定
調
印
式
（
江
戸
崎
庁

舎
）

17
日
：
新
利
根
地
区
区
長
会

市
政
報
告
会（
新
利
根
庁
舎
）

18
日
：
商
工
会
新
春
講
演
会

（
江
戸
崎
公
民
館
）

20
日
：
県
市
長
会
（
水
戸
京

成
ホ
テ
ル
）

21
日
：
議
会
全
員
協
議
会

（
東
庁
舎
）

22
日
：
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
戦
略
本
部
会
議

（
新
利
根
庁
舎
）

23
日
：
東
地
区
区
長
会
市
政

報
告
会（
東
庁
舎
）

25
日
：
い
な
し
き
女
と
男
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム（
あ

ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

27
日
：
市
地
域
農
業
再
生
協

議
会
臨
時
総
会（
東
庁
舎
）

28
日
：
県
指
定
廃
棄
物
処
理

促
進
市
町
村
長
会
議
（
水
戸

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）
／
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例

会（
市
町
村
会
館
）

29
日
：
龍
ヶ
崎
地
方
衛
生
組

合
管
理
者
等
会
議
／
稲
敷
地

方
広
域
事
務
組
合
管
理
者
等

会
議（
龍
ヶ
崎
消
防
署
）

30
日
：
江
戸
崎
地
方
衛
生
土

木
組
合
施
設
整
備
検
討
委
員

会
（
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木

組
合
）

31
日
：
市
制
施
行
・
合
併
10

周
年
記
念
式
典
（
あ
ず
ま
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：QR コードから

Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：3月18日（水）　午前10時～正午、午後1時〜3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

メール登録

労務関係無料相談会
市民の皆さまや市内企業の、労使関係トラブルに関する無料相
談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時と場所：3月24日（火）　江戸崎公民館　午前9時30分
〜正午　▽対象：市内企業経営者および勤務する方の労働ト
ラブルなど　▽要予約（前日午後5時までに予約してくださ
い）
問合せ・予約受付先
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5604）
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information放射線（放射能）情報

※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時
　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

項　　　目 検　　査　　品　　目

不　検　出 井戸水（1）

基準値内のもの -

基準値を超えたもの -

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料
で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁舎
は放射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望する場合は、生活環
境課放射線対策室（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています
※「不検出」・・・「検出限界値」未満であることを表し、おお
むね25ベクレル毎キログラムになります。
※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は
100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取
場所などの詳細、ご相談については、稲敷市生活環境課

（tel.029-892-2000　内線4407）にお問い合わせください。

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.082 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.062
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.126 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.065 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.075 
新利根小学校 校庭中央 50cm 0.102
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.104 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.063
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.052 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.081
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.060
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.080 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.091 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.081 
新利根中学校 校庭中央 1m 0.108 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.123 
東中学校 校庭中央 1m 0.069 
認定こども園えどさき

（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.090 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.089 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.079 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.073 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.086 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.086

各体育施設、公園（1月28、29日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
根本共同利用施設

（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.120 
高田コミュニティセンター

（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.110 
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.090 
沼田野球場 野球場 1m 0.100 
江戸崎学校給食センター脇 野球場 1m 0.140 
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.100 
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.120 
浮島運動広場 多目的G 1m 0.090
東グラウンド 野球場 1m 0.110 
白鷺球場 野球場 1m 0.090 
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.110 
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.100 
堂前公園 公園中央 50cm 0.100 
和田公園 公園中央 50cm 0.120 
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.120 
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.100 
三次親水公園 公園中央 50cm 0.150 
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.100 
大利根東公園 公園中央 50cm 0.100 
横利根閘門公園 公園中央 50cm 0.060 

各小・中学校、幼稚園（1月28日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.090
認定こども園桜川こども園

（桜川保育所） 園庭中央 50cm 0.057 
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.061 
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.066 
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.065 
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.075 

食品放射性物質測定結果（1月5日〜31日）

学校給食と水道水の放射能検査結果
各保育所（園）など（1月28日）

※ 測定しているすべての施設において、除染を必要とする
基準の毎時0.23マイクロシーベルト未満なので除染の必
要はありません。

放射性ヨウ素・放射性セシウムともに不検出。
※ 水道水：不検出とは検出限界値（おおむね1Bq ／ kg を下回った
ことを言います。）

informationくらしと情報

3月1日（日）	 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
	 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
3月8日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
3月15日（日）	 いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
	 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）tel.029-830-5151
3月21日（土）	鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 しんクリニック（阿見町）tel.029-875-5686
3月22日（日）	古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 あべ整形外科（阿見町）tel.029-875-5303
3月29日（日）	佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
	 つじ耳鼻咽喉科クリニック（阿見町）tel.029-801-3387
4月5日（日）	 いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
	 市川ファミリークリニック（阿見町）tel.029-843-3301
4月12日（日）	坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
	 はたかわ医院（美浦）tel.029-885-2358
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

市の人口（常住人口）
総人口：43,637人（-74）

　　男：21,649人（-28）

　　女：21,988人（-46）

世帯数：14,806世帯（-24）

※2月1日現在

3月の納税
軽自動車税は、4月1日現
在で課税されます。所有し
なくなった場合は、3 月
31日までに申請をおこな
ってください。

（詳細はp12参照）

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜0時30分／休日昼間の
み＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

稲敷市みんなのいこいの広場
陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 第2、第4火（午前9時30分〜）、土曜（午後1時～）
太極拳教室	 3月11日（水）　午後1時30分〜
梅さんの落語会	 3月13日（金）　午前10時30分〜
生花教室	 3月16日（月）　午後1時30分〜
料理教室	 3月25日（水）　午前10時〜
絵手紙教室	 3月25日（水）　午後1時30分〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷地域小児救急輪番制
夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

月 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

火 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時〜9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時〜9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時〜5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時〜正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午〜午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

※ 祝日は行いません。当番対応以外の時間帯は小児救急医療
24時間対応のJA とりで総合医療センター（Tel.0297-74-
5551）または土浦協同病院（Tel.029-823-3111）へ電話連
絡のうえ受診してください。
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１ 

稲
敷
市
賀
詞
交
歓
会

１
月
13
日
、
江
戸
崎
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
お
い
て
、
稲
敷
市
賀

詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。葉
梨
康
弘
衆
議
院
議
員
、
細
谷

典
幸
県
議
会
議
員
を
来
賓
に
迎
え
、
市
役
所
関
係
者
・
企
業
・
団

体
な
ど
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま

し
た
。

2 

認
定
こ
ど
も
園
え
ど
さ
き
で
餅
つ
き

１
月
16
日
、
認
定
こ
ど
も
園
え
ど
さ
き
で
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。園
児
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
か
け
声
を
掛
け
合
い
、
先
生

と
一
緒
に
な
っ
て
紅
白
の
お
餅
を
つ
き
ま
し
た
。つ
き
あ
が
っ
た

お
餅
は
、
元
気
で
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
に
願
い
を
込
め
て
、
な

ら
せ
餅
と
し
て
木
の
枝
に
な
ら
せ
ま
し
た
。

３ 

歯
科
医
療
救
護
活
動
に
関
す
る
協
定
調
印
式

1
月
16
日
、
市
は
稲
敷
市
歯
科
医
師
会
お
よ
び
茨
城
県
南
歯
科
医

師
会
と
「
災
害
時
の
歯
科
医
療
救
護
活
動
等
に
つ
い
て
の
協
定
」

の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
稲
敷
市
歯
科

医
師
会
と
茨
城
県
南
歯
科
医
師
会
が
、
医
薬
品
・
医
療
資
材
と
救

護
活
動
要
員
を
確
保
し
、
市
内
の
被
災
者
の
口
腔
ケ
ア
や
応
急
処

置
に
対
応
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

4 「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」立
ち
上
げ

１
月
22
日
、市
は「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。県
内
市
町
村
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
、「
雇
用
」「
住
居
」

「
子
育
て
」の
各
政
策
を
充
実
さ
せ
、
約
１
年
を
か
け
て
人
口
減
少

克
服
へ
向
け
た
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
本
部
の
ほ
か
、議
会
、子
育
て
団
体
、商
業
・
農
業
団
体

な
ど
か
ら
な
る
有
識
者
会
議
や
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置

し
、ま
た
、市
民
の
皆
さ
ま
に
も
参
画
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

で・き・ご・と
1-2月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上
げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000

（内線2400）

5 

い
な
し
き
女ひ
と
と
男ひ
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

１
月
25
日
、
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
さ
さ
え
あ
い
平
等

の
輪
を
明
日
へ
」を
テ
ー
マ
に
、「
い
な
し
き
女ひ
と
と
男ひ
と
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、市

民
や
事
業
所
の
方
々
が
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
江
戸
崎
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
始
ま
り
、
講
師
に
落
語

家
の
林
家
木
久
蔵
氏
を
迎
え「
木
久
蔵
流
・
笑
う
が
一
番
」と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。会
場
は
終
始
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

6 

大
杉
神
社
節
分
祈
願
祭

２
月
３
日
、
大
杉
神
社
で
節
分
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。桃
の

丸
木
弓
で
葦
の
矢
を
四
方
に
射
る「
鳴
弦（
つ
る
う
ち
）の
儀
」、儺

と
書
か
れ
た
白
木
板
を
矛
で
付
き
破
る
「
大
儺
（
だ
い
だ
）
の
儀
」

な
ど
の
魔
除
け
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
あ
と
、「
福
豆
」が
撒
か
れ
ま

し
た
。ま
た
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
稲
敷
い
な
の

す
け
」も
参
加
し
、訪
れ
た
方
々
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

7 

江
戸
崎
地
区
豆
ま
き
巡
り

２
月
３
日
、江
戸
崎
地
区
で
恒
例
の「
豆
ま
き
巡
り
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。豆
ま
き
の
か
け
声
は「
福
は
内
」「
鬼
は
外
」と
２
回
ず
つ
唱

え
て
、最
後
は「
福
は
内
」と
唱
え
ま
す
。

　
ま
た
、商
店
街
の
有
志
の
手
に
よ
り
、福
豆
・
開
運
マ
ス
の
配
布

や
不
動
院
で
の
夜
市
、芸
座
の
披
露
、お
汁
粉
・
甘
酒
・
豚
汁
の
無

料
配
布
な
ど
様
々
な
「
お
も
て
な
し
企
画
」
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

8 

市
へ
寄
付

常
陽
銀
行
様
よ
り
、
市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2-b

4 3

1

2-c

2-a
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7-a7-b

7-c

8

５-b

6-a

6-b
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社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

　　　善意銀行運営事業

市民の皆さまからの善意（金銭、物品などの芳志）を福祉に結ぶ『善意のかけ橋』となって事業を展開しています。ご協力をい
ただき、ありがとうございました。（敬称略・順不同、平成26年11月28日から平成27年1月27日）

【寄付金】　今泉三千三　ひまわり会　うぐいす会　稲敷市盆栽会　稲敷市内郵便局　新利根区長ＯＢ会2000　一般社団法
人日本ゴルファー機構　渡嘉敷ボクシングジム　大和物流㈱つくば支店

【物品】茨城県退職公務員連盟（タオルほか）

　　　成年後見サポートセンター

講演会「知って安心成年後見制度」
1月24日( 土) 新利根地区のふれあいセンターにて『知って安心成年後見制度』の講演会を開催いたしました。
　講師に法テラス茨城の佐藤弁護士をむかえ、成年後見制度についてのお話しをいただきました。稲敷市の高齢化率の話題
なども交え、「成年後見制度がどのように要援護者を支援できるのか」という内容になりました。

　　　　福祉機器貸し出し事業

資金の貸付と合わせて必要な相談支援を行うことにより、経済的自立および生活意欲の助長促進、また在宅福祉および社会
参加の促進を図り、安定した生活を送れるようにすることを目的とした低所得、障がい者および高齢者世帯を対象とした貸
付制度です。資金の借入申し込みには、いくつかの条件を満たす必要がありますのでご相談が必要となります。

【問合せ先】
稲敷市社会福祉協議会　☎029-892-5711

稲敷市に６か月以上居住する低所得者などの要援護者と認められるもので、自立更生の意欲のある貸付希望者に対し、
50,000円を限度に貸付を行います。申請については所定の書類のほか、担当民生委員からの調査書が必要となります。
　申請の前に面談による相談を受けていただき、世帯の家計の収支状況をお伺いいたします。相談の内容によりご希望に添
えない場合があります。

【問合せ先】
稲敷市社会福祉協議会　☎029-892-5711

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

　　　使用済み切手・使用済みプリペイドカード収集の寄付について

市民の皆さまから集められた使用済み切手・使用済みプリペイドカードは茨城県社会福祉協議会に送付し、専門業者などに
買い取ってもらい換金されたのち、茨城県内のボランティア活動支援のために役立てられます。ご協力ありがとうございま
した。（敬称略・順不同、平成26年11月28日から平成27年1月27日）
池田美惠子　高柳幸子　小関光雄　茨城県退職公務員連盟　ひまわり会　㈱根本建設　㈲東運輸　特別養護老人ホーム宝永
館　㈱タビックスジャパン龍ヶ崎支店

▽対象者：稲敷市内在住で在宅で使用する下記に該当する方
・要介護１、要支援１、要支援２　・障害のある方　・病気や怪我等で一時的に必要な方
▽車いすの種類：自走式（電動式はありません）
▽貸出期間・利用料金
・１ヶ月未満・・・無料　・１カ月以上・・・消毒料4,000円
▽申込方法：江戸崎福祉センターへ印鑑をご持参いただき、申込書に必要事項をご記入の上お申し込みください。

【問合せ先】
稲敷市社会福祉協議会　☎029-892-5711

　　　生活福祉資金貸付制度

　　　小口貸付資金貸付事業

　佐藤弁護士は後見人を受任しており、より実際的な講演をしていただけ
ました。質疑応答の場面では、時間いっぱいまで質問が出るなど受講され
た方の関心の高さがうかがえました。

【問合せ先】
社会福祉協議会　成年後見サポートセンター　☎029-892-5711

貸出用の車いすは、
寄付や社協会費が活
用されています



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター
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　　 あ い ア イ
～お別れコンサート♪～
ピアノとフルートの音色を聞きながら、
１年間の成長を振り返ってみませんか？
親子で一緒に音楽を楽しみましょう♪
▽日時：3月18日（水）午前10時30分～
　▽会場：ふれあいセンター　▽対象者：
就園前の親子　▽予約：2月23日（月）〜

～成長カード作り＆大きくなったね
　パーティー♪～
4月から幼稚園・保育園に行くお友達
も、そうでないお友達も、皆で大きく
なったお祝いをしましょう♪
▽日時：3月19日（木）午前10時～　
▽場所：センターつばさ

　　 つばさ・ひまわり
～おやつ作り♪♪～
みんなで楽しくワイワイ、おやつを作っ
てティータイムしませんか？皆さんの
ご参加、楽しみにお待ちしております♪
▽日時：3月12日（木）午前10時15分
～　▽持ち物：エプロン、三角巾　▽申
込：前日までに要予約

　　 こ う だ

あそびの広場日程　〜3月分〜
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載。

（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）
【あいアイ】　
  9日（月）	 休館日（午前・午後ともお休み）
13日（金）	 ママと遊ぼう！
20日（金）	 3月生まれのお誕生会♪
★ぴょんぴょんコーナー★　毎週（火）予約不要
3日、10日、17日、24日、31日に開催しています。

【つばさ】
  3日（火）	 お誕生会＆ひなまつりパーティー
  5日（木）	 norinori ☆英語であそぼ♪
10日（火）	 思い出のフォトフレーム
11日（水）	 赤ちゃん集まれ！思い出のフォトフレーム
12日（木）	 思い出のフォトフレーム
17日（火）	 フェルトバッチ作り

【ひまわり】
  3日（火）	 ひな祭り集会に参加しよう
  6日（金）	 お誕生会＆滑らない！ヘアクリップ作り☆
11日（水）	 思い出の写真ボード作り
13日（金）	 赤ちゃん集まれ！思い出の写真ボード作り
18日（水）	 春だよ♪おさがりリサイクルmini

【こうだ】
  4日（水）	 親子で遊ぼう
19日（木）	 手作りおもちゃで遊ぼう！
26日（木）	 お楽しみ会♪

つばさ・ひまわり
保育園の節分集会に
参加♪鬼は～そと！
福は～うち！がんば
りました☆

あいアイ
みんなで鬼退治をし
ました。これで今年
1年元気いっぱいだ
ね☆

こうだ
お茶体験、楽しくお
いしくいただきまし
た♪

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　～ 3月分～
☆ 開設時間：午前10時～午後3時

【東保健センター】
4日（水）、6日（金）、12日（木）、19日（木）、25日（水）、27日（金）

【桜川保健センター】
5日（木）、11日（水）、13日（金）、16日（月）、23日（月）、26日（木）

　　　3月健康教室のお知らせ

　　　自分でできる花粉症対策

行事予定（3月） 1歳6か月児健診
▽江戸崎保健センター：3月2日（月）午
後1時〜1時20分　対象＝平成25年8
月1日〜8月31日生まれ
2歳児歯科健診
▽江戸崎保健センター：3月3日（火）

詳しくは、すくすくカレンダーをご覧
ください。
3〜4か月児健診
▽東保健センター：3月5日（木）午後
1時〜1時20分　

午後1時〜1時20分　対象＝平成25
年2月1日〜2月28日生まれ
3歳児健診
▽東保健センター：3月11日（水）午後
1時〜1時20分　対象＝平成24年2
月2日〜2月29日生まれ

参加ご希望の方は健康増進課（☎0297-87-6111）までお申し込みください。（定員あり）

自分でできる花粉症対策についてご紹
介します。

【外出時の花粉症対策】
●花粉の飛ぶ量が多い日は外出を控える

●めがね・マスク・マフラー・コートを
　身につけて出かける
●帰宅時は玄関で花粉を払う
●帰宅後は洗顔やうがいをする

【家の中での花粉症対策】
●ドア・窓を閉める
●掃除はこまめにする
●空気清浄機を活用する

【動脈硬化・高血圧予防教室】
市では、男女ともに全国に比べて急性
心筋梗塞での死亡率が高い状態です。
高血圧は動脈硬化を進め、動脈硬化は
心筋梗塞へのリスクを高めます。リス
クを減らすために高血圧、脂質異常症、
糖尿病などの生活習慣病の予防をしま
しょう。
▽日時：3月19日（木）午後２時～　
▽会場：江戸崎保健センター
　　　（江戸崎甲1990）

▽講師：春日　哲也先生
　（南平台メディカルクリニック院長）

【女性の健康教室】
女性は更年期を過ぎると、ホルモン分泌
の低下によって骨粗しょう症を引き起
こしやすくなります。骨粗しょう症によ
り、ロコモティブ症候群（関節や筋肉の
機能低下）につながることがあります。
日頃からできる予防法を学び、実践して
みませんか？
▽日時：3月24日（火）午後1時30分～
▽会場：稲敷市ふれあいセンター

　　　（伊佐津3239-1）
▽内容：「ロコモ予防のためにできるこ
と」、「骨粗しょう症・貧血予防の食事」

【慢性腎臓病予防教室】
慢性腎臓病の患者は、成人の8人に1
人の割合でいると考えられ、新たな国
民病ともいわれています。
　初めは自覚症状が乏しく、気づかな
いまま進行してしまい、透析や心臓病
につながることもあります。病気につ
いて知り、早めの対策をしましょう。
▽日時：3月4日（水）午後2時～
▽会場：稲敷市ふれあいセンター
　　　（伊佐津3239-1）

▽講師：小林　和裕先生
　　　（あみ小林クリニック院長）

※「平成27年度各種検診のお知らせ」は３月末に各戸配布します。

※「平成27年度すくすくカレンダー」は３月中旬に乳幼児のいるご家庭に送付します。
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生涯学習

	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
		  fax.0297-87-5306

第10回稲敷市スポーツ少年団駅伝大会

2月8日、江戸崎総合運動公園グラウ
ンドにおいて、稲敷市合併10周年記
念第10回稲敷市スポーツ少年団駅伝
大会が開催されました。子ども達は保
護者の熱い応援の中、力走しました。
　結果は以下のとおりです。
駅伝の部
■男子A（5、6年生）22チーム
1位：新利根エンゼルス1
2位：江戸崎SSS1
3位：あずまブルーアローズ1
■男子B（3、4年生）15チーム
1位：江戸崎ドリーム1
2位：いなしきA・I くらぶ1
3位：新利根FC ビートルズ1
■女子A（5、6年生）12チーム
1位：いなしきＡ・Ｉくらぶ1
2位：江戸崎ドリーム1
3位：江戸崎ドリーム2

■女子B（3、4年生）5チーム
1位：いなしきＡ・Ｉくらぶ1
2位：いなしきＡ・Ｉくらぶ2
3位：江戸崎ドリーム1
■区間新記録
▽男子Ｂ（3、4年生）
2区：浅

あ さ の
野十

と き や
希也（江戸崎ドリーム）

▽男子Ｂ（3、4年生）
5区：金

か な や
谷莉

り き
希（江戸崎ドリーム）

オープンマラソンの部
■男子（69名）
1位：川

かわさき
﨑光

こうすけ
介（江戸崎小2年）

2位：藤
ふ じ が さ き

ヶ崎輝
そ ら

空（あずま西小2年）
3位：松

ま つ だ
田風

ふ う た
太（沼里小2年）

■女子（26名）
1位：野

の ぐ ち
口真

ま お
央（阿波小1年）

2位：梅
うめざわ

澤芙
ふ う か

羽香（あずま西小2年）
3位：野

の ぐ ち
口幸

ゆ き
希（江戸崎小2年）

スキー教室

毎年恒例となったスキー教室を、新利根・東地区は1月17日、江戸崎・桜川地区は1月24日と2回に分けて、福島県猪
苗代スキー場で開催しました。　寒さに負けず、子ども達の元気な声がゲレンデに響いていました。
　今年度の参加者は小学生と保護者合わせて約260名でした。

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書館だより

図書カレンダー  3月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 1	 2	 3	 4	 5	 6	 7	
	 8	 9	 10	 11	 12	 13	 14	
	 15	 16	 17	 18	 19	 20	 21	
	 22	 23	 24	 25	 26	 27	 28	
	 29	 30	 31		  	 	
江戸崎公民館図書室
毎週月曜日、21日（土）、31日（火）
桜川• 新利根公民館図書室
毎週月曜日、21日（土）
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時
※ 図書館は水曜日のみ午前11時
〜午後7時

展示コーナー
話題のテレビドラマに関する本を集め
てみました。テレビとはまた違った魅
力を楽しんでいただけると思います。
　ぜひ、ご利用ください。

大河ドラマ「花燃ゆ」

連続テレビ小説「マッサン」

折って遊ぼう！
今月は「さかな」を折って「さかなつり
あそび」をします。
▽日時：3月14日（土）午前10時～ 11
時　▽対象：3歳～小学生まで（当日申
込、定員20組）

映画会　〜3月分〜
▽上映時刻：午後2時〜　▽申込方法：
当日カウンターで　▽定員：各70名
■zone 存在しなかった命
　（ドキュメンタリー 117分）
▽上映日：7日（土）・8日（日）
■大決戦　超ウルトラ8兄弟
　（特撮97分）
▽上映日：14日（土）・15日（日）
■おさるのジョージ（アニメ87分）
▽上映日：28日（土）・29日（日）

おはなし会　〜3月分〜
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
◆おはなしの木：14日（土）午後1時
〜　大型絵本「かたあしだちょうのエ

市立図書館

新刊図書（写真左から）
「妄想科学小説」
赤瀬川原平（河出書房新社）

「海を照らす光」
Ｍ. Ｌ. ステッドマン（早川書房）

「暗闇・キッス・それだけで」
森博嗣（集英社）

「創業社長死す」高杉良
「透明カメレオン」道尾秀介
「桑港特急」山本一力
「サーカスの夜に」小川糸
「狗賓童子の島」飯嶋和一
「老耄と哲学」梅原猛
「奴隷小説」桐野夏生

このほかにも多数の新刊図書があります。市ホームペ
ージでご確認ください。

ルフ」、「でんしゃにのって」ほか
◆図書館おはなし会：29日（日）午前
10時30分〜　絵本「はるですよ　ふ
くろうおばさん」、「はなをくんくん」
ほか



ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

広報稲敷 平成27年 3月号　3031　広報稲敷 平成27年 3月号

ふ
る
さ
と
探
訪　

第
１
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小
野
川
の
源
流
を
訪
ね
て
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
井
戸
賀
信
夫

市
内
最
上
流
の
弁
天
橋
を
過
ぎ
、
牛
久
市
奥
原

で
、
つ
く
ば
市
の
乙
戸
沼
公
園
を
源
と
す
る
乙

戸
川
と
合
流
し
ま
す
。

　

そ
の
上
流
に
岡
見
大
橋
が
あ
り
、
南
方
に
は

女お
な
ば
け化
稲
荷
神
社
が
鎮
座
し
、
北
方
に
は
戦
国
末

期
こ
の
地
域
の
領
主
で
あ
っ
た
岡
見
氏
の
城
跡

が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
上
流
は
国
道
四
〇
八
号
線
の
岡
田
橋

と
な
り
、
さ
ら
に
牛
久
市
街
の
東
側
を
北
上
す

る
と
、
高
架
の
圏
央
道
と
交
差
し
ま
す
。常
磐

線
の
架
橋
、
国
道
六
号
線
の
小
野
川
橋
を
過
ぎ

野
崎
に
入
り
ま
す
。

　

昔
、
小
田
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
荒
井
氏
の
館

跡
で
、
小
字
名
を
味み

城じ
ょ
うと
言
い
、
館
の
堀
跡
が

池
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
弁
財
天
を
祀
っ
て

あ
り
、
こ
こ
が
小
野
川
の
源
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
耕
地
整
備
と
市
街
化

に
よ
り
、
池
の
水
は
排
水
路
に
流
出
す
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
昔
の
弁
天
池
よ
り
流
れ
る

状
況
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

も
う
一
方
の
分
岐
点
は
、
水
路
の
幅
二
メ
ー

ト
ル
程
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
で
整
備
さ
れ
、

東
方
に
向
か
い
下
橋
、
上
松
橋
、
上
橋
へ
と
進

む
と
、
西
大
通
り
の
高
層
気
象
台
手
前
で
川
が

消
え
、
暗あ
ん

渠き
ょ

と
な
り
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
先
の

洞
峰
公
園
の
池
へ
と
続
き
ま
す
。

　

こ
の
周
辺
は
、
開
発
さ
れ
る
前
は
洞
峰
沼
を

中
心
と
す
る
湿
地
帯
で
、
湧ゆ
う
す
い水
も
あ
り
周
辺
水

る
と
、
ほ
ど
な
く
つ
く
ば
市
に
入
り
、
川
幅
も

二
メ
ー
ト
ル
程
に
な
り
、
常
磐
自
動
車
道
と
交

差
す
る
と
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
で
稲
荷
川
と

の
分
岐
点
に
あ
た
り
ま
す
。分
岐
点
上
流
境
橋

付
近
は
、
護
岸
が
整
備
さ
れ
川
幅
も
や
や
広
く

な
り
、
小
野
川
上
流
よ
り
の
排
水
は
大
部
分
が

稲
荷
川
へ
と
流
れ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
め
ざ
す
小
野
崎
は
目
前
と
な
り
、

小
さ
な
橋
が
数
多
く
架
橋
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
中
の
西
大
沼
橋
の
上
流
に
分
岐
点
が
あ
り
、

そ
の
ま
ま
直
進
の
水
路
を
進
む
と
ほ
ど
な
く
小

田
へ
の
給
水
源
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

十
分
な
水
が
確
保
で
き
ず
干
害
の
多
い
地
域
で

も
あ
り
ま
し
た
。現
在
は
霞
ヶ
浦
よ
り
の
揚
水

路
が
完
備
し
、
水
の
心
配
が
無
く
な
り
、
か
つ

て
の
洞
峰
沼
は
公
園
内
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
市

民
に
親
し
ま
れ
る
池
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

大
雨
が
続
き
池
の
水
位
が
上
昇
し
た
時
に
の

み
、
排
水
口
よ
り
地
下
水
路
を
通
し
、
小
野
川

へ
と
放
流
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
小
野
川
の
源
は
洞
峰
公
園
の
池
の

よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
川
を
河
口
よ
り
上
流
へ
と
四
九
の
橋
を

訪
ね
、
源
を
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
、一
人
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館

　
☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

寒
の
風
真
っ
青
な
空
育
て
あ
げ	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

他ひ

と人
の
子
と
思
え
ど
春
著
よ
く
似
合
い	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

つ
ご
も
り
や
星
満
天
に
闇
照
ら
し	

篠
田
邑
草（
新
山
）

巡
回
の
バ
ス
停
に
あ
る
寒
波
か
な	

宮
本
公
夫（
月
出
里
）

お
茶
室
に
焚
く
香
の
満
ち
て
初
手
前	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

保
存
水
寒
九
の
水
に
汲
み
替
え
ぬ	

石
井
忠（
橋
向
）

佳
き
こ
と
と
出
会
ふ
予
感
や
新
暦	

代
静（
犬
塚
）

去
り
し
こ
と
追
は
ず
と
決
め
て
寝
正
月	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

神
棚
に
の
け
反
り
飾
る
注
連
飾	

宮
本
芳
子（
切
通
）

身
長
も
孫
に
迫
ら
れ
初
暦	

岡
村
敏
子（
新
山
）

畑
の
菜
を
摘
み
て
七
草
な
ら
ず
と
も	

福
本
き
み
え（
新
山
）

ひ
し
く
い
の
田
ん
ぼ
で
見
て
い
る
初
日
の
出	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

初
場
所
の
若
手
力
士
に
期
待
せ
り	

根
本
京
子（
高
田
）

と
ゞ
く
か
と
人
日
の
月
紅
く
あ
り	

山
田
と
み
代（
月
出
里
）

道
の
駅
出い
づ

れ
ば
繁
く
寒
の
雨	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

味
噌
樽
の
熟
成
匂
う
去
年
今
年	

野
口
梅
子（
神
宮
寺
）

煤
色
に
都
会
に
伸
び
て
冬
欅	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

咲
き
誇
る
気
配
は
見
せ
ず
冬
の
バ
ラ	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

初
詣
今
年
は
近
場
の
社
ま
で	

堀
内
さ
わ
子（
境
島
）

去
年
今
年
拙
句
な
れ
ど
も
こ
つ
こ
つ
と	

富
元
禮
子（
古
渡
）

隅
田
川
冬
の
灯
ゆ
ら
し
を
り	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

自
分
史
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
冬
欅	

矢
崎
健
一（
古
渡
）	

追
儺
注
連
少
く
な
く
り
し
街
ひ
そ
と	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

木
枯
し
に
押
さ
れ
て
帰
る
老
い
猫
は
も
み
じ
の
枯
葉
し
っ
ぽ
に
つ
け
て	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

初
詣
の
人
多
き
中
手
を
合
わ
す
今
年
も
無
事
で
あ
る
こ
と
祈
る	

財
部
睦
美（
光
葉
）

倖
も
憂
も
と
も
に
新
た
ま
の
年
を
迎
え
て
過
去
と
な
り
ゆ
く	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

曽
孫
ら
の
電
話
の
終
わ
り
バ
イ
バ
イ
が
胸
温
か
く
耳
に
残
る
夜	
根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

さ
な
が
ら
に
会
え
る
気
が
し
て
弾
み
つ
き
百
余
の
賀
状
ま
た
繰
り
見
る
も	
根
本
正
直（
門
前
）

雨
上
が
り
の
土
手
に
伸
び
た
つ
蕗
の
薹
あ
さ
黄
み
ど
り
に
開
き
そ
め
た
り	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

本
年
は
健
康
大
事
と
思
い
つ
つ
歩
行
訓
練
ま
ま
な
ら
ず
に
も	

松
本
静
子（
西
町
）

お
二
人
の
初
詣
詠
み
し
年
賀
状
恙
無
し
や
と
句
を
読
み
返
す	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

一
年
の
喜
怒
哀
楽
は
生
き
る
こ
と
時
の
流
れ
が
我
を
み
が
か
ん	

山
本
彰
治（
高
田
）

台
風
も
逸
れ
て
作
柄
良
の
田
に
立
ち
て
稲
作
の
赤
字
が
怖
い	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

仏
壇
に
花
を
供
え
て
香
を
た
く
八
十
二
歳
の
わ
が
バ
ー
ス
デ
ー	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

あ
た
ら
し
き
年
を
迎
え
て
目
標
を
あ
れ
や
こ
れ
や
と
模
索
す
る
日
々	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

空
に
映
ゆ
る
夫め
お
と婦
筑
波
を
共
に
見
て
農
生な
り
わ
い業
に
五
十
年
経
つ	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

ろ
う
梅
の
ほ
の
か
な
香
り
胸
に
入
れ
北
吹
く
圃
場
へ
と
踏
み
出い
だ

し
た
り	

川
村
と
み（
堀
川
）

巡
り
行
く
小
江
戸
の
街
は
雪
な
れ
ど
我
ら
導
く
声
の
明
る
き	

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
）

空
の
碧あ
お

春
の
若
草
風
に
ゆ
れ
時
が
静
か
に
流
れ
続
け
る	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

喜
び
も
悲
し
み
さ
へ
も
い
つ
の
間
に
う
す
ら
ぎ
に
つ
つ
卒
寿
と
な
り
ぬ	

柴
崎
文
子（
町
田
）

か
く
ま
で
も
鈍
き
立
ち
居
を
嘆
か
へ
ば「
齢
の
せ
い
よ
」と
孫
に
べ
も
な
し	

小
泉
實（
福
田
）

掃
除
機
に
今
年
の
埃
り
を
吸
ひ
と
ら
せ
慌
た
だ
し
く
も
年
は
暮
れ
ゆ
く	

板
橋
道
子（
福
田
）

樟
脳
の
匂
い
う
す
れ
る
単
衣
物
纏
い
て
み
た
り
今
日
母
の
忌
に	

根
本
邦
子（
押
砂
）

身
の
老
い
は
術
な
き
も
の
か
鎌
置
き
て
茜
の
空
に
ひ
と
り
言ご

ち
つ
つ	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

散
り
し
花
の
上
に
ま
た
散
る
山
茶
花
に
庭
の
面
赤
く
ふ
く
ら
み
て
き
ぬ	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

「
見
て
ま
す
よ
」思
わ
ぬ
人
の
声
あ
り
き
隔
月
に
載
る「
市
報
」の
歌
を	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）	

血
涙
な
き
筋
金
入
り
よ
り
親
切
と
い
つ
く
し
み
の
う
ち
に
間
違
う
方
選
ぶ	

酒
井
君
江（
時
崎
）

△小野川と乙戸川の合流

△国道6号線小野川橋と常磐線架橋、圏央道

△味城の弁天池

△洞峰公園（旧洞峰沼）



稲敷いなのすけ広報へのご意見を！　市民の皆さんのご意見、ご提案を今後の編集に反映していきたいと思います。
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今回の稲四季お弁当教室では四品目の料理を作り
ましたが、そのなかから稲敷の特産品であるれん
こんを使った料理のレシピをご紹介します。

作り方
① れんこんは鬼おろしで粗くすりおろす
② ①にひき肉、卵、パン粉、塩、水をいれ、よく混ぜる
③ ②を八等分にしてバラ肉を巻いて成形する
④ フライパンに油をひき、両面強火で焦げ目をつけた
　 後、火を弱めて蒸し焼きにする。

材料（8人分）
豚ひき肉	 150ｇ
れんこん	 300ｇ
薄切り豚	 バラ肉8枚
パン粉		  30ｇ
卵		  1/2個
塩大さじ	 1/2杯
水		  100cc

稲四季通信　♯20
1月21日、高田小学校の6年生の親子授業として、稲四季弁
当プロジェクトによる親子料理教室を開催しました。当日は、
プロジェクトのお母さんと児童の皆さん、保護者の皆さんと
一緒に、れんこん、かぼちゃ、ほうれん草、卵や豚肉といった
稲敷でとれた食材を使った料理づくりに挑戦。できあたがっ
た料理を親子でお互いにお弁当箱に詰めて交換しました。
　今回作ったおかずは、れんこんハンバーグ、筑前煮、ほうれ
ん草とマッシュルームの卵焼き、彩野菜の肉巻きの４品です。
れんこんハンバーグはれんこんの食感を大切にするため、「鬼
おろし」という道具を使ってすりおろします。子どもたちに

とっては初めて使う鬼おろしでしたが、お母さんたちに使い
方を教わりながら一生懸命すりおろす姿が微笑ましかったで
す。出来上がったおかずは所狭しと並べられ、子どもたちが
みんな、自分のお母さんのために一生懸命お弁当を詰めてい
る様子が印象的でした。
　自分たちで作ったお弁当の美味しさは格別で、家庭科室は
和気あいあいとした雰囲気に包まれていました。
あっというまの時間でしたが、稲敷の食材の美味しさを堪能
できる素敵なひとときとなりました。

〜おいしく学ぼう！稲四季お弁当教室〜
リポーター　工藤朝子／平本みゆき（筑波大学芸術専門学群1年）

1. 調理の前に、稲敷でとれる食材
　についてのお話を聞きました
2. 稲敷の女性団体のお母さん方に
　教えてもらいながら調理します
3. 鬼おろしでれんこんをすりすり
4. お弁当詰めもみんな真剣！
5. とってもおいしそうなお弁当
　ができました！
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